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The purposes of this study are to examine attitudes towards approaching unknown persons of the 
opposite-sex in town and the relations between the attitudes， impressions of the approaching person 
and their personality. The results from a pilot survey indicated the presence of both positive and 
negative attitude factors. Based on pilot-study results， a scale of items was prepared and administered 
in the main study. The results indicated that attitudes towards approaching unknown perSOl1S of the 
opposite-sex in town consist of two factors; namely， aversion for apprひachingsomeone and opportunity 
to initiate a relationship. The results suggest that these two factors are generally consistent with 
expectations in terms of their influences on the impressions of approaching people and personality， 
which indicates the validity of the attitudes， highlighted in this study. 




品会がある (Sakaguchi& Hasegawa， 2007)。そのよ
うな話しかtは，犯罪の発端となりうると指J南され
ており(坂仁1， 2012)，若い女性にとってネガテイ
ブなfiI.I挨となる (Clark& Hatfield， 1989; Sakaguchi 





































動 ~JIli¥J1Jシステム・行動接近システぶ (BISI BAS: 
Behavioral Inhibition System I Behavioral Approach 
System) )との関連についても検討する。
一般他者への愛着スタイルは， ECR-GO (the 
Experiences in Close Relationships inventory-the-
generalized-other二version) を用いて測定され.親密
性i主lJ壁 (Avoidance) と見捨てられ不安 (Anxiety)
の2次元で構}或される(中尾・加藤， 2004) 0 
Rholes & Simpson (2004 遠藤・谷口・金政， 1~="11I奇



























る感受性の個人差を表す(安田・佐藤， 2002)0 BIS 
は ~IJ の信号によって活性化される行動jJP i!J lj システ
ム， BASは，報酬の信号によって活性化される行
動接近システムと定義され，これらを測定するため
の尺度が， BIS I BAS尺度である(安 EI'佐藤，
2002) 0 BIS I BAS尺!支は，懸念・i'FJ感受性 (BIS1)， 
凹避ドライブ (BIS2)，抑制性 (BIS3)，接近ドラ
イブ (BASl)， o?'!l酷[)志答性 (BAS2)，新たな報酬体








いと予想される。そのため， BISl， BIS2， BIS3は，
H'i.I:Iで、の話しかけに対する否定的な態度と正の相関






































































































a) やや どちら 1 やや どちら ) 不快 やや快快 A1b) SD na) 不快 やや快快 MbJ SD 
不快でもない 不快でもない
話しかける男性 18042.9%34.1 % 20.3% 1.1 % 0.5% 4.19 0.84 21312.6% 24.3% 51.4% 8.4% 2.8% 3.36 0.91 
話しかけられて
178 14.3% 19.2% 59.9% 3.8% 0.5% 3.44 0.81 212 6.1 % 12.1 % 66.8% 11.2% 2.8% 3.080.77 対応をする女性
心欠損値を除去した値
b)値が大きいほど，不快j支が高いことを表す























調査参加者 1 @ 1ヨの調査 (Time1) は，茨城
県内の大学に在学する女子大学生156名(うち年齢
不 11l~ 2名:平均年齢20.49:t 1.61歳)，男子大学生
1l 1~1 (平均年齢20.61:t 2.14歳)，性別不明 3名の
計270名(うち年齢不明4名:平均年指令20.54:t 1.85 
歳)であった。 21司自の調査 (Time2) は，同大
学の女子大学生137~1 (平均年齢20.45土1.77歳).
男子大学生91名(平均年齢20.48:t 2.08歳)，性別


























求めた。形容詞は， Dating Partner Preference 





た。各項目に対し， 71"1二法(" 1 ==まったくあては
まらなしにから .7=非常'によくあてはまる")で
回答を求めた。













よび話しかけた頻度それぞれについて， "1 = 0 











第四は， IDであった。 Time1で作成した IDの記
入を求めた。なお， Time 1で回答していない調査




ill~tl:が i持らかに疑われた 5 名分を除く，女性156名，
男性106名，性別不明 3名の言1-265?:，分の18]答を用い
て行った。 Time2の回答をj刊し 3た以下の分析は，回









































2 街中での話しかけは，非常識な行為である .85 .17 3.08 1.00 
5 街中での話しかけは，迷惑きわまりない .81 .03 3.08 1.01 
6 街中での話しかけには，気持ち悪さを感じる .79 .11 3.48 1.10 
15 街中で話しかけたり，話しかけに対応したりするのはやめた方がいい .66 一.15 2.88 0.89 
7 13'J仁iコでの話しかけは，悪いことではない 一.65 .14 3.27 0.88 
9 街中での話しかけは，理解できない行為である .65 一.15 2.73 1.08 
8 
街中でfiEしかけをしたい，あるいは，話しかけに対応したいという考え
.58 -.14 3.05 1.20 には用意できない
11 下心のない，街'=jコでの話しかけは存在する -.51 一.12 3.19 1.27 
対人関係構築のきっかけ (α=.78) 
14 街中での話しかけは，対人関係をつくるきっかけになる .12 .87 3.23 0.95 
街中で、の話しかけは，人目JRを広げると leう .13 .76 2.90 1.16 
3 若手中での話しかけが，運命の出会いになることもある .04 .58 3.21 1.08 
13 
知り合いになるためなら守街中で話しかけをしたり，話しかけに対応し
一.18 .55 3.01 1.08 たりするのは構わない
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関係構築のきっかけは低かった (Figure1)。また，
1}:r 1:j:Jでの話しかけへの態度の|君子の単純主効果は.
女性では有意傾向 (F(l，153)= 2.81. PくlO，7]1= 
0.01) .男性では有意 (F(l，104)= 9.99，戸く.01.







Factor Analysis) を実施した結果，適合度指標は χ2
(64) = 165.65 (戸く.001)， GFI = .9. AGFI = .99， 












示された (r(153，151)= .83. .7，戸sく.001).なお'
Time 2の











ラーパーは標準誤差。女 I~j: 1 = 154，男性η=105。
の話しかけの行為者への印象に関する項目に対し
EFAを行った。初期解を重みなし最小2乗法によっ




たない項 I~I や複数の !z;] 子に高い負荷量 (.30 を基準)
を示した項目を i1IJ除して再度EFAを繰り返した結
果，最終的に22Jl:tI~I が残った (1àble 3)。第 1!玉l子
は， "jZかい“役に立つ"などに対して負荷量が








係 (1'(103，147)==一.34，一.22，Pく.01. 01) が，
自分勝手な男性像と正の相関関係 (1'(101 ，148) 
= .36， .49， Pく.01. ，001)が示された。一方，対人
関係構築のきっかけは，男女ともに理想的な男性像






かけへの態度の各国子と ECR同GOの各国子， BIS / 
BAS尺度の各国子とのPeαrsonの相関係数を性別に
算出した (Table4)。その結果，女性において，話
しかけへの嫌悪は， BIS3 と有意な正のキI~ 関関係
(1'(150) = .31.戸く，001)，BAS3と有意な負の相関関
係 (r(151)=-.17，pく.05)が示され，対人関係構
築のきっかけは， BIS3 と有意な負の ~'!j 関関係
(γ(149) =一.19，戸く.05)が示された。また，男性
では，話しかけへの嫌悪は， Avoidance， BIS3と有
意な正の相関関係 (1'(101，104)= .20， .24，戸sく.05). 
BAS3と有意な負の l'=j関関係 (1'(103)=一.19，戸
く.05) が示され，対人関係構築のきっかけは，
BAS1. BAS2， BAS3と有意な正のキI~j 関関係
(1'(104，104，103) = .26， .21. .27.戸く.01. .05， .01). 
BIS3と有意な負の相関関係 (1'(103)==一.26.戸く.01)
が示された。
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1able 3 
街中で、の話しかけの行為者(男性)への印象の EFl¥結果
(重みなし最小 2 乗法 • varim似回転)
質問項目
理想的な男性{象 (α=.88)
17 ìl~iかし 1 .69 
9 役に立つ .69 
27 心のひろい .66 
7 思いやりのある .63 
5 発想、力量かな .63 
12 判断力のある .59 
20 iSil調的な .59 
6 情にもろし、 .59 
22 器量のよい .58 
23 殺しみやすい .57 
28 影響力のある .57 
10 独創的な .56 
自分)勝手な男性{象 (α .81) 
25 大1日な .15 
26 おしゃべりな .13 
32 うぬぼれた 一.01
33 積極的な .17 
4 ふまじめな .21 
24 主張的な .20 
21 {故慢な 一.02
11 節操がなし、 -.1 
29 1意病な a) .03 











ニー .47. -.28.戸く.001. .01)および話しかけたい
(1' (85，134) =一.46，一.44.μく.001) という行動意
図との開に負の相関関係が示された。また，対人関
係構築のきっかけは，男女ともに，話しかけられた
い (1'(86，135)= .40. .36.戸sく.001) および話しか





.15 .34 3.40 1.25 
.20 .41 3.24 1.27 
.05 .32 3.94 1.21 
一.27 .2 2.90 1.20 
.13 .38 3.85 1.37 
一.16 .50 3.46 1.36 
.06 .35 3.93 1.44 
一.08 .2 2.98 1.17 
.12 .35 4.31 1.42 
.07 .3 4.79 1.33 
.15 .49 4.14 1.33 
.05 .43 3.74 1.35 
.73 .35 5.98 0.94 
.69 .18 5.98 0.94 
.68 .47 5.02 1.23 
.63 .20 6.16 0.86 
.54 .35 5.20 1.10 
.49 46 5.31 1.06 
.47 .51 4.62 1.27 
.45 .28 5.16 1.28 
一.42 .56 1.91 1.03 
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Table 4 
街中での話しかけへの態度と街1:]での話しかけの行為者への印象，
ECR心O.BIS / BAS 尺度との相関係数
街中での話しかけへの態度
話しかけへの嫌悪 対人関係構築のきっかけ
































.01 0.00 .10 
.24少 .19培 一.26お学
-.1 .10 .26*や
.06 .10 .21* 




) 話しかけへの対人関係構築 } 話しかけへの対人関係構築n"l .M SD ，. -" . '_: :'" ，'-"， '0' n"l 1v1 SD 
嫌悪 のきっかけ 嫌悪 のきっかけ
;itしか[，)-(こ i到する行動}1!~1主!
訴しかけられたv、 137 1.49 0.68 .28'1示 .36キ料 88 2.00 0.90 .47 争点合 .40*** 
話しかけたい 136 1.29 0.58 .44九 .36斗** 88 1.89 0.96 一.46 判決 .40*"ー'
話しかけにi叫する頻)支
;首しかけられた斑1)支 一.07 .03 一.02 一.04






女性 男性 女性 男性
o IE 26.3% (36) 59.1 % (52) 89.0% (121) 75.0% (66) 
1 12 16.8% (23) 12.5% (11) 2.2% (3 ) 3.4% (3 ) 
2 -5 ml 46.0% (63) 20.5% (18) 5.9% (8 ) 10.2% (9 ) 
6 -91主l 4.4% (6 ) 2.3% (2 ) 2.2% (3 ) 3.4% (3 ) 
101長ItJJ二 6.6% (9 ) 5.ウ7o/cり (5 ) 0.7% ( 1 ) 8.0% (7 ) 
it) ( )は該当頻度に回答した調査参加者の度数


































かけへの嫌悪 (95%C1:-0.453~-O.l 21) ー対人関係


































































































通 j 話しかけへの嫌悪と BIS3との間に正の相関






































































Ajzen， 1.(1991). The theory of planned behavior. 。γgαnzzαtioγzalBehαれoγαndHumαn Decisio引
Processes， 50， 179-211. 
Clark， R. D.， & Hatfield， E. (1989). Gender 
differences in receptivity to sexual offers. 








と出生力 国立社会保障人口問題問究所 2012 
年3月30EI くhttp://www.ipss.go.jp/syoushika/ 




と家族観 国立社会保障人仁l問題研究所 2012 
年3月30日くhttp://www.ipss.go.jp/syoushika/




Rholes， W S.， & Simpson， J.A. (Eds.) (2008). Adult 
Attαchment: Theoγy， Reseαγch，αη:d Clinical 
!mplicαtioηs. New York: Guilford Press. 






Sakaguchi， K.， & Hasegawa， T.(2007). Personality 
correlates with frequency of being targeted for 
unexpected advances by strangers. Jourηαlof 
A仲liedSocial Psychology， 37， 948-968. 
Tombs， S.， & Silverman， 1.(2004). Pupillometry: A 
sexual selection appr・oach.Evolution and Human 
Behavior， 25， 221-228. 
安田朝子・佐藤 徳 (2002) 行動抑制システム・
行動接近システム尺度の作成ならびにその信頼
性と妥当性の検討心理学研究. 73. 234-242. 
(受稿3月31日:受理5月29日)
